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国際ロータリー第2750地区 2010－11年度 ガバナー 辰野 克彦
高潔性と多様性

新年　明けまして
　 おめでとうございます

　今月はロータリー理解推進
月間ですが、前半の大きな行
事であります公式訪問を終
え、感じましたことをお伝え
させていただきます。
　公式訪問でのガバナーの

役目は、RI会長に代わり、RIの方針などを伝えること
でありますので、本年度RIテーマ「地域を育み、大陸
をつなぐ」のこと、長期計画のこと、ポリオ撲滅のこ
とを中心に話させていただきました。RIは対外奉仕
活動に積極的に取組み、もっとロータリーの名声を高
めようと言っているようであるが、それにはついてい
けないと思っておられるロータリアンもおられるかも
しれません。その方達は、忙しいのであまり対外奉仕
活動はできないが、社会人としてロータリーの職業奉
仕に共感するので、ロータリアンであり続けたいし、
知り合いを勧誘したいと思っているが、そう対外奉
仕・対外広報と強調されるとどうしたものかと思って
おられるかもしれません。

公式訪問では充分話せませんでしたので、この場
で、説明をさせていただきます。

　ロータリーの5つの中核となる価値観　①奉仕　②親
睦　③高潔性　④多様性　⑤リーダーシップのうち、高
潔性と多様性に焦点を置き、ロータリーを考えてみた
いと思います。
高潔性、これは何か聖人君主であれというような響き
がありますが、Integrityでありますので、誠実性とも
訳せます。そして、Diversity多様性とは、世界的に
は民族・宗教の多様性、クラブとしての奉仕活動・規
模などの多様性、そして職業・性別・年齢・社会的立
場など会員の多様性もあります。

　この二つの価値観を大切にするということは、ロー
タリアンは、高潔性・誠実性を持ち合わせていれば、
あとは多様性があってよいということであり、私は
「ロータリーは高潔性・誠実性を持ち合わせた多様な
人間集団」と定義付けてはどうかと思っております。
　高潔性・誠実性を持ち合わせているということはど
ういうことか、それは、自分の職務を高い倫理性を
持って誠実に勤めあげることであり、これは、正に
ロータリーの職業奉仕の実践であります。職業奉仕
に、個人として仕事に取り組む姿勢と、複数人で自分
の職業を生かした対外奉仕に取り組む姿勢の２面が
あり、その前段の姿勢に即ち高潔性、誠実性を持ち
合わせることが求められます。
　高潔性・誠実性を中心的価値観とすることは、個
人としての職業奉仕の実践であります。職業奉仕を
実践している人は立派なロータリアンです。そのうえ
で、社会奉仕・国際奉仕にも熱心に取り組むことを国
際ロータリーは推奨しているところを公式訪問で説明
させていただきました。
　わが地区は、PBGを含めますと、民族・性別・年
齢・職業・地位、クラブとして会員数・歴史と特に多
様性に富んだ地区であります。
　PBG　8クラブを公式訪問し感じましたことは、特に
ポンペイ、トラック・ラグーン、パラオと東京83クラ
ブには大きな違いがあります。それは、東京では人道
的支援が必要であれば地方自治体が解決しますの
で、地域奉仕活動として人道的奉仕はあまりありませ
ん。しかし、これらの島では、公的予算では取り組む
べき人道的支援が十分出来ず放置されており、それ
をロータリークラブに期待されている状態で、実際、
地元のロータリアンが人道的対外奉仕に熱心に取り
組んでいるのです。そのような方達を賞賛し、同じ地
区内のロータリアンとしてもっと支援できればと思い
つつPBG公式訪問より帰国しました。奉仕の多様性
の中で、皆で考えてみたいことであります。

INDEX http://www.ri2750.org/※　　～　　は、地区ホームページ（Web）上に掲載しております。3 12
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奉仕プログラム委員会 [ 前半の6カ月を振り返って ]
奉仕プログラム委員会 委員長  熊野 隆喜（東京城西RC）

　前半の6カ月が経過し、8委員会も順調に委員会活動を展開しています。その概要を報告します。
 ■ インターンシップ委員会（広瀬武彦委員長）
　RI第2750地区に依頼のあった7都立高校（八潮高校・芝商業高校・荻窪高校・深沢高校・杉並工業高校・八王子北高
校・第五商業高校　実施生徒数560名）は12月の深沢高校と芝商業高校を最後に全て終了しました。これからアンケート
等のまとめをし、次年度につなげていきます。
 ■ 環境保全委員会（馬場れい子委員長）
　従来からの雨水桝の設置の推進に加えて、各クラブの環境保全活動の調査を行い、資料を全クラブに配布し参考にし
てもらうようにまとめつつあります。
 ■ 世界社会奉仕委員会（御手洗美智子委員長）
　クラブの国際奉仕のお手伝いに加えて、今年度は奉仕プログラムセミナー（1月17日開催予定）の準備を行っています。
 ■ インターアクト委員会（古澤俊明委員長）
　7月31日（土）に最大のイベント・第30回インターアクトクラブ年次大会をオリンピック記念青少年センターで行いまし
た。元マラソンランナーの有森裕子さんの講演も素晴らしく、『大会テーマ：未来へつなげるボランティア2010』で有意義
なディスカッションも行いました。
　8月7日（土）には韓国　第3650地区のインターアクター30名と大森学園で交流会を持ちました。
 ■ ローターアクト委員会（西澤宗英委員長）
　各ローターアクトクラブ訪問を行いつつ5月に予定している年次大会の準備を行っています。
 ■ ＲＹＬＡ委員会（森家芳江委員長）
　9月18日（土）－20日（月）の3日間　31名の参加を得てRYLAセミナーを府中市生涯学習センターで実施しました。
新たな31名の優秀なライラリアンの誕生です。
その余韻のあるうちにと11月27日（土）にはRYLA研修会も行っています。
 ■ 青少年交換委員会（古谷誠康委員長）
　8名の来日生が7月31日来日し、青少年センターでの研修の後に各クラ
ブに引き渡されました。次年度の派遣候補生の選抜が23名の希望者の
中から一次・二次の選抜試験の結果9名が決定しました。8月末には来
日生と派遣候補生も一緒にサマーキャンプで富士登山を行いました。
　9月5日（日）には派遣生帰国報告会も行われ、それぞれに成長した
姿を見せていました。その他順調に委員会活動は行われています。
 ■ 奉仕プログラムセミナーの開催
　1月17日（月）14：00－15：00にハイアット・リージェンシー東京で
開催します。国際奉仕と青少年交換にテーマを絞ってクラブの皆さ
んと意見交換を行います。 青少年交換来日生
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※上記の地区行事日程は変更する場合がございます。予め事前にご確認の上、ご参加下さい。 ★青文字は片倉年度の行事予定です。

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

2011年　片倉ガバナーエレクト国際協議会壮行会（予定）

2011年　国際協議会

2010－11年度　奉仕プロジェクトセミナー

2010－11年度　運営会議

2010－11年度　辰野年度地区拡大役員会メンバー新年会

2010－11年度　山の手東グループ協議会

2010－11年度　第2回 クラブ会長・幹事会

全国RYLA研修会

2010－11年度　多摩東G　インターシティミーティング

カリフォルニア州　サンディエゴ

ハイアットリージェンシー東京（新宿）

ガバナー事務所　

ホテルオークラ東京

ガバナー事務所

ザプリンスパークタワー

グランドプリンスホテル新高輪

調布市文化会館たづくり（午後～夜を予定）

20：30

～　 1月　22日（土） 

17：00

17：00

20：30

17：00

17：00

17：00

18：00

18：30

14：00

15：00

18：00

15：00

15：00

10：00

13：00

～

～

～

～

～

～

～

～

13日

16日

17日

18日

18日

19日

28日

29日

31日

（木）

（日）

（月）

（火）

（火）

（水）

（金）

（土）

（月）

2011年

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

R L I　パート2

2011－12年度　地区役員会

東京銀座ローターアクト・クラブ創立40周年記念式典並びに懇親会

2010－11年度　拡大運営会議

2010－11年度　米山記念奨学委員会　2010年度期間終了式

（歓送会 17:00～19:00）

2010－11年度　地区拡大役員会（含むグループ幹事／全委員長）

2011－12年度　地区チーム研修セミナー

2010－11年度　PBG歓迎昼食会

2010－11年度　日韓親善昼食会

2010－11年度　第3回 クラブ会長・幹事会
（会長エレクト・次年度 幹事）

2010－11年度  RI会長代理歓迎晩餐会（地区大会）
2010－11年度  地区大会本会議
2010－11年度  地区大会懇親会

国立オリンピック記念青少年総合センター

ロイヤルパークホテル

コートヤード・マリオット銀座東武ホテル

ガバナー事務所　

新宿京王プラザホテル47F あけぼの・あおぞら

AP浜松町

ロイヤルパークホテル

ホテルオークラ

ホテルオークラ

ホテルオークラ

ホテルオークラ

ザ・プリンス・パークタワー東京

ザ・プリンス・パークタワー東京

18：30

17：30

19：30

17：00

17：00

17：00

14：30

15：00

17：30

20：00

17：20

19：45

10：00

15：00

15：00

15：00

15：00

14：30

12：00

13：00

16：00

18：00

8：30

17：45

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

1日

1日

6日

7日

9日

10日

16日

23日

23日

23日

23日

24日

24日

（火）

（火）

（日）

（月）

（水）

（木）

（水）

（水）

（水）

（水）

（水）

（木）

（木）

3月

3月

3月

3月

3月

3月

2011－12年度　会長エレクト研修セミナー（PETS）

2011－12年度　会長エレクト研修セミナー（PETS）

東京狛江RC40周年記念例会

2010－11年度　運営会議

東京品川ローターアクト・クラブ40周年記念式典

ロータリーフェローシップラリー2011

ロイヤルパークホテル

ロイヤルパークホテル

狛江エコルマホール

ガバナー事務所

大井町　きゅりあん

19：00

17：00

17：00

～　 3月　13日（日） 

13：45

15：00

14：00

～

～

～

2日

3日

5日

11日

12日

12日

（水）

（木）

（土）

（金）

（土）

（土）

4月

4月

4月

4月

4月

4月

2010－11年度　運営会議

東京日野RC45周年記念例会

2010－11年度　米山 第1回 カウンセラーセミナー／奨学生オリエンテーション

2010－11年度　地区役員会

2010－11年度　ローターアクト地区年次大会

RL I　パート3

ガバナー事務所　

新宿京王プラザホテル47F あけぼの・あおぞら

ガバナー事務所

青山学院大学（予定）

国立オリンピック記念青少年総合センター

17：00

19：00

17：00

15：00

15：00

15：00

14：00

～

～

～

～

8日

9日

13日

14日

16日

26日

（金）

（土）

（水）

（木）

（土）

（火）

2010－11年度  地区行事日程 （1－2－3－4月）



MONTHLY LETTER
Governor’s
MONTHLY LETTER
Governor’s

ガバナー月信　1月号4

District Governor Tatsuno visited the Pacifi c Basin Group from November 11 to 22, 2010 for the last leg of the Governor’s 

Offi cial District Visit.

The delegation of DG Tatsuno; Joe Rios, Assistant Governor, PBG and Hideyuki Suzuki, Vice Secretary for PBG visited the 

islands of Guam, Chuuk, Pohnpei, Saipan and Palau.

The trip commenced on Guam with the celebration of RC Northern Guam’s anniversary of 35 years.

Our fi rst island stop – Chuuk. President Clark Graham, RC Truk Lagoon showed the Governor the Bio-incinerator at the 

Chuuk Hospital donated by Tokyo-Denenchofu Midori Rotary Club. The hospital now safely disposes of their medical waste.

Accompanying us were Mr. Murano and Mr. Yajima of RC Tokyo Tachikawa as well as Mr. Naoyuki from RC Haneda. They 

were very delighted about seeing many of their 200 bicycles the club donated to the residents of Chuuk.

We fl ew over to Pohnpei next. President John Schroer, RC Pohnpei explained the clubs adoption of the Pohnpei Public Library 

with the goal of helping to rebuild the leaking roof.

Governor Tatsuno and the delegation met with His Excellency, Emanuel Mori, President of the Federated States of 

Micronesia; FSM Vice President Alik and Mr. Ehsa, Governor of Pohnpei.

Governor Tatsuno is hopeful the projects would be supported by RI and also get the support of the FSM government.

FSM President Mori stated he was very aware of the many Rotary projects in Pohnpei and Chuuk and expressed his 

appreciation. He confi rmed the government will always try to assist. The availability of government ships to deliver the solar 

water stills is an example of what President Mori considers as being partners.

When we met with Mr. Shoji Sato, Ambassador of Japan in the FSM, Governor Tatsuno asked about the Grant Assistance for 

Grass-roots Program. Ambassador Sato confi rmed that the GGP is a fi nancial assistance program for development projects 

from the Japanese government. We were quite excited to learn that in addition to the Rotary Matching Grant funding sources, 

RC Pohnpei and RC Truk Lagoon may have the assistance from the Embassy of Japan.

The Governor saw a sample of some solar water stills which were in a warehouse pending delivery to the outer islands. It is 

scheduled to be completed in May when the tide conditions are best. From the beginning, a total of 1,100 water stills units will 

have been delivered to the atoll islands of the FSM. 

Incidentally, one of the islands is experiencing a drought and the water stills is providing the much needed drinking water. The 

islanders are also using it for distilled water to recharge the batteries connected to solar panels and gather the salt for cooking. 

A fantastic project sponsored by the Guam Rotary clubs, Pearl Harbor, Tokyo Ohi, Tokyo Aoyama, Tokyo Marine, Tokyo 

Hiroo, Tokyo Hachioji South, Pohnpei and Truk Lagoon.

Our next visit was to the island of Saipan. We were graciously hosted by President Glen Perez and Offi cers to see the 

playground at the American Memorial Park that was built by RC Saipan. We paid a courtesy visit to Acting Governor Eloy 

Inos, Lieutenant Governor of the Commonwealth of the Northern Mariana Islands. At the Offi cer’s Meeting, President Glen 

spoke of their continual commitment to educate, nurture and develop Saipan youths by means of scholarships, educational 

Governor’s Offi cial Visit [PBG ]
Assistant Governor, PBG  Joe Rios (Rotary Club of Northern Guam)
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programs and working on establishing an Interact program.

Back in Guam, Governor Tatsuno met with the presidents of the 4 Guam Rotary clubs on November 18 followed by a joint 

club luncheon.

President Craig Wade, RC Northern Guam is focusing on getting the club into a stronger fi nancial condition while giving 

attention to serving the community.

President Mary Torre emphasized the club’s efforts to provide scholarships; support Paul Harris, EREY, Permanent Fund and 

Polio Plus. Their signature community service project is to renovate and restore roofs of the shelters at Ypao Public Beach 

Park, Tumon.

President Victoria Borja was pleased to report club attendance averaged 54%. She led the Guam Rotary clubs along with 

Tokyo Tachikawa Kobushi RC to support the annual Christmas Drop US Air Force mission to deliver humanitarian relief 

supplies to remote islands throughout Micronesia.

President Bobbie Leon Guerrero described their support of providing speakers for the Guam Community College, “Building a 

Stronger Workforce” program which helps students prepare for success in school and work. Another project so dear to them is 

to grant funding to the Sea Haven, fl oating clinic, which provides routine medical services to the atolls of FSM.

Governor Tatsuno joined the First Lady of Guam, Mrs. Joann Camacho along with Rotarians from the 4 Guam Rotary clubs to 

distribute dictionaries to third graders of St. Anthony’s School. Over 3,400 third grade students on Guam receive dictionaries 

as a part of the annual Guam Rotary Dictionary Project.

Jetting off to Palau; Governor Tatsuno shared with President Richard Ziegler and the Offi cers that Palau Rotary club was 

the 91st club, the last but certainly not the least of the clubs in the District to complete his Offi cial Visit. President Richard 

reported details about completing the Hospital Sleeper Chair project by partnering with Tokyo-West RC to install chairs at the 

Palau National Hospital.

One of the highlights of the Governor’s trip was meeting Mr. Yoshiyuki Sadaoka, Ambassador of Japan to discuss the details 

of the Grant Assistance for Grass-Roots Human Security Project. We were quite honored to discuss the Embassy of Japan’s 

desire to establish a working relationship with the Rotary Club of Palau. The Ambassador had selected the club based on its 

reputation as a successful and credible non-profi t organization. Available funds for Rotary partnered projects will be made 

possible through the Government of Japan’s Ministry of Foreign Affairs. 

A gala fundraising dinner to celebrate the 15th Anniversary of the Rotary Club of Palau was defi nitely a formal way to 

conclude the Governor’s Offi cial Visit. We joined His Excellency, Johnson Toribiong, President of the Republic of Palau and 

Ms. Adrienne Taylor, Chargés d’Affaires, United States Embassy at a packed cultural center for a night of Prime Rib Dinner 

buffet and concert by Carlo Orosa (International Artist, Philippines).

Governor Tatsuno, Vice Secretary Suzuki and I certainly learned quite a bit from each of the PBG clubs. Our heartfelt thanks 

go out to each of the club presidents, offi cers and Rotarians for hosting us during our visit. We sincerely recognize their 

commitment to Rotary and all their continuous efforts to be a Bigger, Better, and Bolder club!
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銀座・日本橋グループ 活動通信

　このミッション全体は今年で26年目になります。最初・第2820地区、潮来RCが始めたもので、参加者は北海
道・東北から関東一円に広がっております。東京中央RCの会員達もこれに参加し、早10年の歳月が流れました。
　今回のミッションは11月10日から5日間、フィリピン・ボホール島です。RCダウンタウンにアレンジして頂き、
RCタグビラランと上院議員のアーサー・ヤップ氏の要請でフィリピンの中央・ビサヤ地区（セブ島の南の島）で行
いました。日本からのボランティア参加者は歯科医師を含め29名でしたが、現地の患者総数は500名を超えて野
戦病院の様を呈し、また、沢山の方々との交流ができ、まさに国際交流そのものです。その中でも上院議員2名が
活動に参加してくれまして、私たちボランティアも非常に驚いております。毎年、3回ほどこのミッションを続け
ておりますが、フィリピンも日毎に街が綺麗になってきているのが目に見えるようになってきております。
　街の、車の喧噪やごみの山が目につかなくなってきております。更に観光地を控え、世界自然遺産（チョコレー
トヒル）や保護動物（ターシャと呼ばれる背丈10cm程のサル）を見学に日本からも観光客が多数来ておりました。
この調子ですとあと数年でデンタルミッションのボランティア活動が不要になるかもしれませんが、これからも
最後まで続けていかなければと考えております。また来年3月に行く予定です

　10月6日（水）例会終了後、昨年例会で講師をお願いした、前埼玉県越谷市市長を20年務められた島村愼市郎氏のご
案内で、「首都圏外郭放水路」を見学しました。地下トンネルから流れてきた水の勢いを弱め、江戸川へスムーズに水を
流す役目との事。116段の階段も皆無事に上り降り出来ました。また「東埼玉資源環境ごみ処理場」も見学。巨大水槽と
同じく15年前に建造との事。5市1町（越谷市・草加し・八潮市・三郷市・
吉川市及び松伏町）のごみ・し尿処理が近代的な設備の工場で行われてい
る。双方ともに素晴らしい施設でした。見学後、近くの200年余続いている
老舗の川魚料理「福寿家」にて夕食会開催。料亭のご主人は吉川RCの方で、
その日会員が1名入会したので、入会式と夜間例会開催中をわざわざ抜けだ
して来られ、もてなして下さいました。ご主人は今クラブで会員増強委員長
をされており、近々40周年を迎えるので、それに因んで現在３0数名の会員
を何とか40名にと、苦労話をされました。何処も会員増強は大変な事と実
感しつつ有意義な見学会でした。（参加者20名）

地域奉仕活動者表彰
東京日本橋東RC 幹事 山内 宏一

　毎年10月、創立以来地域密着のクラブという主旨に基づいて、地域社会のために奉仕活動を続けていらっしゃ
る方々を表彰させて頂いております。
　今年も2名の功労者の方を創立41周年夜間例会にお招き致しました。
お一人は、中央区で初の知的障害者ケアホーム発足にご尽力をされ、更
に民生委員、保護司、社会福祉協議会の役員、消防団青年団団長、補導
連絡会副会長として、日本橋東地区、人形町、水天宮でご活躍の方。
　もうお一方は、日本橋一の部地区委員実行委員長、日本橋中学のPTA
会長等、地域の青少年の健全育成に貢献しておられる方。
　当クラブの一大奉仕で、陰になって地域に捧げる奉仕の精神に感謝と
敬意を表することを主旨としております。
　他に数々のお手伝いをしておりますが、今回はこの表彰の在り方をお
伝えさせていただきます。

フィリピン・デンタルミッション・イン・ボホール報告書
東京中央RC 幹事 太田 嘉正

職業奉仕月間に因んで「職場見学会」
東京日本橋西RC 幹事 青山 一郎
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　当クラブは、創立10周年に国際奉仕としてミクロネシア連邦チューク島のザビエル高校へコンポストトイレを寄贈し、
平成21年に同じくチューク島の州立病院に焼却炉の寄贈を行いました。それを受けて今年の7月に同連邦の大使よりお
礼の卓話を頂戴致しました。また同じく、今年の11月には同連邦の大統領が来日し、ロイヤルパークホテルで独立記念
レセプションが開催されました。その際、当クラブは私を含め8名が招待されました。今後も同連邦と親密な関係を維持
していく所存です。
　クラブの親睦活動として、この11月11日木曜日に一日をかけて鎌倉のハイキングコースを散策致しました。当日は天候
に恵まれ楽しい一日でした。平日にも拘わらず人が多い事にびっくりしました。更にオバマ大統領来日の直前という事も
あって、警備が厳重な事にもビックリ致しました。
以上の通り、奉仕活動は勿論ですが親睦活動としては、ハイキング以外にも炉辺会議・家族会・ゴルフ・各種イベント
実施等活発で、会員同士の絆を大切にしています。
　2年後の2012年に創立20周年を迎えます。実行委員会を立ち上げ、同委員会で記念事業のプランを計画しております。
　トピックスとしては、今年の11月13日土曜日に当クラブ会員の結婚式がホテルオークラで盛大に行われました。喜ばし
い事です。

社会奉仕活動
東京蒲田RC 幹事 小林 章彦

　2010年9月18日にエプソン品川アクアスタジアムに、諸事情から両親と一緒に過ごすことの出来ない2～ 18歳
までの子供を養育している社会福祉法人救世軍機恵子寮の14名の子供達と5名の職員と会員12名でイルカ、アシ
カ、ペンギンの演技ショウーの観覧と水族館を見学後、昼食を共にして参りました。
明るく伸び伸びと育っている子供達との有意義なふれあいの1日でした。
　11月6日・7日に平和島競艇場ベイプラザにおいてのOTAふれあいフェスタに出展しました。
バルーンパフォーマンスを行い、集まった子供達が犬の形の風船を一緒につくり、クラブの活動が展示されたパ
ネル内ではタイ、チェンマイにある、HIVに感染した子供達の生活支援を行っているバーンロムサイの職員も参
加し、手作りの品の即売を行い、寄付を募り、会場において支援金の授与も行いました。
　11月14日には大森学園インターアクトクラブにおいて空飛ぶ車いす大修理大会が146名参加のもとに、24台の
車いすを再生し、タイに贈呈しました。
　12月6日・7日と札幌の特定非営利活動法人障がい者就労支援の会「あかり家」に村山会長他、幹事、社会奉仕委
員長、ロータリー財団委員長、委員の5名で就労に貢献する技術を培うのに役立つAdobeのソフトをDSGプロジェ
クトとして贈呈して、地元の北海道新聞、読売新聞支局に記者会見をし、報道されました。

我クラブ活動通信
東京田園調布緑RC 会長 中村　孝

京浜グループ 活動通信



MONTHLY LETTER
Governor’s
MONTHLY LETTER
Governor’s

ガバナー月信　1月号8

　私共のクラブは、1971年6月20日に誕生し、来年の2011年6月20日に40周年を迎えます。チャーターメンバー
も現在3名在籍しております。
　「創立40周年記念事業実行委員会」を前期より立上げ、11月現在で7回会議を行っています。
40周年のテーマを「未来への贈物」とし、サブテーマを「アジアを見つめる、田舎を見つめる」ことにしました。
この記念事業実行委員会の目的は、この記念事業を実行することにより、会員の暖かい心の結束の向上を図るこ
と、そしてクラブの永遠の継続を図ることにあります。
　ロータリーがロータリーであるため「奉仕の理想」に集う会員一人一人が創立40年目の「奉仕の理想」に共感出来
ること、又、東京世田谷南ロータリークラブのプライドとして、会員の考え方をロータリー精神で共有すること
が大切だと思っています。
　40周年記念事業実行委員会の組織としましては、5つの委員会があり、
①　記念誌委員会　②　国際奉仕委員会　③　社会奉仕委員会　④　記念式典委員会　⑤　総務委員会があります。
　①　記念誌委員会としましては、⒜クラブの沿革、⒝40周年記念事業の紹介、⒞クラブの歴史、⒟会員紹介（101
名予定）等を概ね100ページ程度にまとめ、41期の8月か9月に発行する。
　②　国際奉仕委員会としては、ネパールチューダ中学校建設プロジェクト（建設総額870万円）を支援する為、ク
ラブとして300万円出す（既に300万円送付済）、又2011年6月19日の40周年記念式典に、チューダ中学校のプラ
ダン校長を招待する。 
　③　社会奉仕委員会としては、⒜9月6日に40周年記念チャリティゴルフ大会（204名参加）を行い、チャリティ金
175万円を集めたので、そのチャリティ金で日本赤十字社に血液運搬車を贈呈する。⒝3月15日にチャリティシン
ポジュウム記念講演を開催し、40周年のテーマに沿った話しを講師4名にしてもらう。⒞白馬ロータリークラブ
企画のスキーの集い（3月25、26、27日）に参加し、私共クラブの米山奨学生、邸兆鋒さんを招待し同行する。
　④　記念式典委員会としては式典を2011年6月19日に行うが、コンパクトで締まった式典にし、会員による日本
の伝統文化のアトラクション行なう。前日の6月18日、姉妹クラブの台北城北ロータリークラブとソウル南西ロー
タリークラブとの3国合同親善親睦会を気がねのない会にする為、式典は対称的に締まったものにしたいと考えて
いる。
　⑤　総務委員会としては、40周年記念事業を予算内に行えるよう予算管理をする。
　その他として⒜岡村喬生会員が「マダムバタフライ」のイタリア公演で、日本文化の修正という大きな意義ある
オペラ公演でもあるので、40周年事業として特別支援する。⒝「40周年目の共感性」としてロータリー情報委員会
による4回の研修会（既に2回済）をする。
　40周年記念事業を会員全員が参加することによってクラブの一体感が保たれ、クラブの活力、しいてはクラブ
の継続が保たれると思うので、是非成功させたいと思っている。

山の手西グループ 活動通信
40周年について

東京世田谷南RC 会長 河村 健次郎
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東京武蔵国分寺RCの積極的な活動
東京武蔵国分寺RC 会長 鈴木 義明

　今年の東京武蔵国分寺ロータリークラブは積極的な活動を行っています。9月の公開例会では、東京銀座新ロータリー
クラブの市川團十郎氏をお呼びしました。大勢の方々にご参加頂き、幅広い世代の方々にロータリークラブの活動内容や
例会を見ていただくことができました。
　また東京国分寺ロータリークラブとの親子合同事業も始まります。「子供を犯罪から守ろう」キャンペーンで、地域の小
学校へ防犯ジャケットを寄贈し、子供を見守るためパトロールを行います。
　そして海外への奉仕はカンボジア教師の派遣事業があります。第2750地区11クラブ合同事業ですが、内戦における混
乱で教師の技量が不足しているカンボジアに教師を派遣するという長期的プログラムです。
　長く継続している事業は、少年野球大会。国分寺市内の小学校の野球チームすべてを集めて決戦大会を行っていま
す。勝った、負けた、子供たちの悔し涙を見ると、この事業がいかに青少年の心の成長の手助けとなるかを大人の私達
も実感します。
　また米山奨学生、国際親善留学生、青少年交換留学生など沢山の人材の育成にも携わってきています。
　私達は、まだ20年にも満たない歴史しかありません。派閥もない。しがらみもない。メンバーがとても個性的。ロータ
リーの原点の奉仕活動をしっかりと心に抱きながら、今日も楽しい仲間達と奉仕に力を尽くしています。

多摩中グループ 活動通信
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東京多摩グリーンRCの活動
東京多摩グリーンRC IT委員会 委員長 小泉　博

20周年記念事業及び式典
　10月23日、東京多摩グリーンロータリークラブ創立20
周年記念式典が行われました。今期、創立20周年に際し
まして設けました二つのテーマ「障がい者のテニススクー
ル」とロタキッドクラブ「心の詩・少年少女合唱団」。この
二つの事業につきましてDVDによるご報告をさせて頂き
ました。式典にはテニススクールにご参加頂きました車い
すテニスプレーヤーの国枝選手・齋田選手にもお越し頂
き、トークショーも行われました。また合唱団の清らかな
歌声もお客様の前でご披露させて頂きました。今後もこの
二事業を継続しながら、地域の皆様と一体となって奉仕の
輪を広げていけるよう、活動して参りたいと思います。

障がい者テニススクール開催！
　9月24日、今年で8年目となる「障がい者テニススクール」
が開催されました。これは障がい者と一般の人が一緒にテニ
スを楽しめるように、またその啓蒙の機会として行われてい
ます。今年は20周年ということで、車いすテニスの世界トッ
プランカーである国枝慎吾・齋田悟司の両選手を招聘して開
催されました。またこの催しには、多摩市立落合中学校の生
徒さんが毎年ボランティア教育の一環として、球拾いや荷物
運び等のお手伝いに来てくれています。このテニススクール
を通して障がい者と接し、ハンディを乗り越え強く明るく生
きる姿に、何かを感じ取ってくれることでしょう。

　今回の催しで参加者の皆さんは老若男女、障がいを持
つ人もそうでない人も一緒にテニスの楽しさを満喫し、
またトッププレーヤーのテニスにかける思いを通して
「何事も諦めないでチャレンジすることが自分を強くする」
という熱いメッセージを心に刻んだに違いありません。
障がい者テニススクールは、どんな人も一緒に自由に
生活を楽しむことが出来る社会になることを目指して、
これからも続けて参りたいと思います。

ロタキッドクラブ心の詩・少年少女合唱団
　創立15周年記念事業としてロタキッドクラブ「心の歌・少年少
女合唱団」が誕生してから5年。クラブの子供達は合唱を通して
様々な人にふれあい、その中で感動する心を育んでいます。歌
を通して様々な活動を行う子供達は、毎年市内の老人ホームを
訪れ、お年寄りの皆さんに歌を届けています。お年寄りがよく耳
にした曲、口ずさんだ曲など、「聴いていると元気になれる」と、
子供達の歌を皆さんは心待ちにしています。子供達は沢山の人
を明るく元気にする力を持っているのです。ロタキッドクラブの
子供たちはこれからも歌を通して多くの人たちとふれあい、人の
喜びを自分の喜びにして、成長していきます。

多摩東グループ 活動通信

国枝選手（左）
北京パラリンピックシングルス金メダル獲得他
齋田選手（右）
アテネパラリンピック国枝選手とのダブルスで金メダル獲得他
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　広報とは有意義なロータリー活動を多くの人に知らせること…、広報委員会では各クラブの広報を支援させて
頂くことを、地区広報委員会とじての役目として活動を進めております。本年も継続事業として2011年2月27日
（日）の第4回東京マラソンの支援を行うこととなりました。先般、WEB版ガバナー月信にてお知らせいたしまし
たが、東京とボランティアセンターより、一般都民ボランティアとしての応募が大変多く、ロータリークラブの
活動拠点を縮小するとの指示を受けました。今回は、築地地区（35km地点）の1カ所のみに限定され、人数も202
名と厳しく限定されてしまいした。従来、第2750地区の全クラブにご案内をし、ご協力を頂いておりましたが、
今年度は銀座・日本橋グループの９クラブ＋銀座ローターアクトの各クラブ20名で担当して頂くことになりました。

　その他の地区広報委員会の事業としては「都会の中にあってもミツバチを通して、自然環境の大切さを感じ、そ
こから自然と共生する街の活動を続ける」ことで地域社会にロータリークラブの活動をアピールして行く事を広報
委員会の事業とすることになりました。
具体的にはミツバチプロジェクトです。
１） ミツバチなどが好む花や木を植える活動を広める。講演や街路樹、屋上緑化や壁面緑化などを提案する。
２） 地域に合う、出来るだけ管理費が掛からない緑化に繋げる努力。
３） 活動は、地域の子供達、高齢者、障害者など様々なコミュニティに繋げる。例えば、野菜や果樹などが採れ
た場合は、ハチミツと合わせてスイーツなどの地域限定の商品作りにも挑戦する。地域での顔と顔の見える
関係の広がり強化。

４） ミツバチを通して環境教育の実践。
　 各学校などに、ガラスケースに入れたミツバチを持参して、教材を使いながら地域環境でミツバチなど昆虫
の役割を伝える出前授業を実践する。

　各クラブの広報活動では、ミツバチを通してみた多様な都市のみどりと社会の有るべき姿を提示し、地区全体
に広がるように広報委員会が支援します。
　銀座での養蜂事業から、様々な街の自然環境が手に取るように理解できるようになってきました。まさしく最
初に環境の変化を真っ先に肌で感じることが出来るのが養蜂です。こうした小さな命のつながりを通して、たと
え街の中であっても自然環境と共生する事の大切さを伝えようと考えるに至ったのです。
各ロータリークラブの活動に養蜂事業に加えてみては如何でしょうか。
最後に皆様にお願いですが、皆様のクラブで外部に向ってどのような広報をしているかを後ほどアンケートをと
らせていただきますのでご協力のほどお願いいたしまして終りにします。

地区広報委員会の活動報告
広報委員会 委員長 水野 雅生（東京銀座新RC）

広報委員会 活動通信

東京マラソンのスタート

ミツバチプロジェクト
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京都体験研修　イン醍醐寺
米山記念奨学委員会 委員長 杉本 當正（東京八王子RC）

米山記念奨学委員会 活動通信

　米山奨学生などのための京都体験宿泊研修が、仲田順和パスト・ガバナーのご協力を得て、今年も11月
29日から21日まで、京都の醍醐寺などでおこなわれ、米山奨学生、学友、ロータリアンなど約20名が集い、
友好の輪を広げました。
　奈良では、東大寺と鹿、法隆寺を、比叡山では根本中堂を訪ね、紅葉も愛でていただきました。
世界遺産の醍醐寺では念珠作りや法話、毎朝6時から行われているお勤めへの特別参加、宿坊へ宿泊を特に
お許し戴くなど、日本文化の真髄に、若干触れて戴きました。

　その感想は、同行奨学生からの手紙を掲載させて戴いたほうが、気持が伝わると考え、そう致します。

『こんにちは！　陳ハイナです。（中央大学商学研究科　
陳　佩娜）　振り返ってみたら、先週の三日間はあっと
言う間でしたね～、東京に戻りたくないくらいでした。
皆さんとの懇談、素晴らしい紅葉、お寺での宿泊研
修は全ていい思い出になりました。今回の企画は本
当に素晴らしかったです。
　ロータリアンの皆様のお陰様で、こんなに貴重な
異文化体験が出来て、心から感謝しています。
特に、奨学会委員長の杉本さんにいろいろお世話に
なりました。杉本さんのお教え「ロータリーの精神を
理解すること」は永遠に忘れられません。これからも
異文化交流と理解に力を入れていきたいと思います。』   
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金田　雅律君
河崎　清志君
久保　弘憲君
中森　峻治君
品川　博美君
菅　昭雄君
富田　和宏君
宇野澤虎雄君
内匠　昭君
伊藤　博君
磯部　弘志君
浅木　幸三君
日野　正紀君
伊達　幹君
松永　一市君
島田　一郎君
蓮池　攻君
川﨑　宏子君
鈴木　陽一君
鈴木　勝君
天明　信治君
高野　眞弓君
渥美　直紀君
岩瀬敬一朗君
御手洗美智子君
細谷　義徳君
比留間章光君
関根　守夫君
熊野　隆喜君
青井忠四郎君
品川　甲申君
田中　宏君
田村　和男君
穂束　道徳君
倉田　好明君
三輪田幸一君
利穂　要次君
高橋　一義君
甘糟　裕子君
石井　本子君
小堀　彰君
丸山冨美江君
宮下　文夫君
永田由利恵君
岡田　敏江君
坂口美代子君
斎藤友紀子君
白水　真子君
時枝　紀子君
梅島　みよ君
神戸　涼次君
斎田　允君
杉本　當正君
田辺　茂君
新井　七吾君
粕谷　啓之君
唐沢　俊一君
菊　喜正君
小林　朗男君
久保田昌一郎君
元木　隆君
小川　満君
田中　茂和君
木村　篤人君

東京西
東京西
東京西
東京西
東京西
東京西
東京西
東京西
東京西
東京立川
東京立川
東京山の手
東京山の手
東京山の手
東京みなと
東京世田谷南
東京田園調布
東京田園調布
東京田園調布
東京田園調布
東京田園調布
東京日本橋東
東京銀座
東京銀座
東京広尾
東京日本橋西
東京昭島中央
東京中央
東京城西
東京日本橋
東京日本橋
東京日本橋
東京日本橋
東京三鷹
東京三鷹
東京三鷹
東京三鷹
東京三鷹
東京中央新
東京中央新
東京中央新
東京中央新
東京中央新
東京中央新
東京中央新
東京中央新
東京中央新
東京中央新
東京中央新
東京中央新
東京八王子
東京八王子
東京八王子
東京八王子
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京立川

2010.11.1
2010.11.1
2010.11.1
2010.11.1
2010.11.1
2010.11.1
2010.11.1
2010.11.1
2010.11.1
2010.11.1
2010.11.1
2010.11.2
2010.11.2
2010.11.2
2010.11.4
2010.11.8
2010.11.9
2010.11.9
2010.11.9
2010.11.9
2010.11.9
2010.11.9
2010.11.11
2010.11.11
2010.11.15
2010.11.18
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.24
2010.11.24
2010.11.24
2010.11.24
2010.11.25
2010.11.25
2010.11.25
2010.11.25
2010.11.25
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.29
2010.11.29
2010.11.29
2010.11.29
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30

2
1
3
1
2
1
1
4
1
4
1
1
5
5
1
4
3
1
2
2
1
6
2
4
7
5
1
2
4
2
2
1
1
7
1
4
6
10
1
1
1
1
1
1
1
7
1
1
1
2
1
1
5
1
5
6
2
2
2
2
5
2
2
4

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして
1970年に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・
整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信による
ご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサー
ビスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただ
けます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますの
で、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

〒105-0011　
東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3Ｆ
TEL(03)3433-6456　FAX(03)3459-7506 
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日

ロータリー
文　 庫

地区大会講演より
◎「喜びや感動が可能性を引き出す～遺伝子ＯＮの生き方」　
　村上和雄　2010　4p（D. 2790）
◎「危機における決断～戦国武将に学ぶ」　
　津本 陽　2010　2p（D. 2660） 
◎「資本主義はなぜ自壊したのか『日本』再生への提言」
　中谷 巌　2010　4p（D. 2660）
◎「笑いの処方箋～笑いと長寿の科学」　
　昇 幹夫　2010　2p（D. 2660）
◎「野球を通して人を育てる」　
　王 貞治　2010　4p（D. 2650）
◎「あたり前の暮しを求めて」
　倉本 聰　2010　15p（D. 2510）
◎「世界の構造転換と日本の進路－2010年への視座」
　寺島実郎　2010　2p（D. 2580）
◎「この国の行方」
　櫻井よしこ　2010　2p（D. 2670）
◎「北海道の《食》の大いなる可能性、再発見！」
　小泉武夫　2010　14p（D. 2500）

上記申込先：ロータリー文庫（コピー/ＰＤＦ）

藤島　昭（東京世田谷中央RC）
2010年11月21日逝去（享年86歳）
1996年5月20日 チャーターメンバー
1996－97年度 初代会長
2000－01年度 地区リスクマネージメント委員会 委員長
米山功労者（3回）ポール・ハリス・フェロー

後藤　秋雄（東京自由が丘RC）
2010年11月3日逝去（享年76歳）
1991年6月30日入会　チャーターメンバー
1991－92年度 初代クラブ会長
2002－03年度 第12代クラブ会長
ポール・ハリス・フェロー（4回）
ベネファクター　　米山功労者（3回）

星野　哲郎（東京小金井RC［名誉会員］）
2010年11月15日逝去（享年85歳）
1983年7月14日入会
1996－97年度 クラブ副会長
1997－98年度 クラブ会長（創立35周年）
2008年12月31日  正会員退会 名誉会員となる
米山功労者（2回）ポール・ハリス・フェロー
マルチプル・フェロー

深く哀悼の意を表し御冥福を祈ります

ポール・ハリス・フェローご紹介
◎はマルチプル　　　　　　ご協力を感謝いたします

本城　信君
宍戸　啓昭君
橋本　年男君
髙井　勝利君
今井　邦靖君
馬渕　攻君
前沢外喜男君
山岸　義孝君
岩瀬敬一朗君
塚本清士郎君
井上　久嘉君
波多野容子君
井上　郁夫君
石橋　知子君
石井　義興君
神山　欣也君
木村　眞君
松尾　通君
宮下　忠芳君
野村　元久君
野村　道子君
榊原　節子君
田巻　章子君
戸田　典尚君
司　葉子君
梅内　克範君
渡邊　美佐君
山内啓三郎君
四本　信子君
里内　俊夫君
清水　庸男君
楠瀬　令倖君
湖山　泰成君
坂口美代子君
磯部　弘志君
増田　榮一君
豊泉　幸夫君

東京南（R財団学友）
東京成城新
東京赤坂
東京シティ日本橋
東京世田谷中央
東京昭島中央
東京昭島中央
東京昭島中央
東京銀座
東京銀座
東京中央
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京恵比寿
東京山の手
東京山の手
東京立川
東京銀座新
東京中央新
東京立川
東京品川
東京立川

2010.10.26
2010.10.29
2010.11.5
2010.11.5
2010.11.5
2010.11.5
2010.11.5
2010.11.5
2010.11.12
2010.11.12
2010.11.12
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.19
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26

◎
◎

◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
◎

◎
◎
◎
◎

◎

荒井　昭博君
小林　義明君
関根　寛君
谷田部秀雄君
樋口　素生君
河崎　清志君
小林　光道君
大島　剛君
宇野澤虎雄君

東京三鷹
東京三鷹
東京三鷹
東京三鷹
東京世田谷南
東京西
東京西
東京南
東京西

2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.26
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30
2010.11.30

◎
◎
◎
◎
◎

米山功労者ご紹介
ご協力を感謝いたします

■ 米山功労者

新ベネファクターご紹介
ご協力を感謝いたします

中野　裕司君
堤　吉久君
宍戸幸四郎君
小林　隆君

東京立川
東京八王子
東京三鷹
東京渋谷

2010.11.5
2010.11.19
2010.11.26
2010.11.30

→

→
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・
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ス
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プ

多
摩
南
グ
ル
ー
プ

国内83クラブ計
地区91クラブ計

4,300
4,609

4,394
4,702

94
93

東 京 八 王 子
東 京 町 田
東 京 日 野 
東 京 八 王 子 西
東 京 町 田 ・ 中 
東 京 八 王 子 東
東 京 八 王 子 南
東京町田サルビア
東 京 飛 火 野
東 京 町 田 東
東 京 八 王 子 北
東 京 立 川 
東 京 小 金 井
東 京 国 分 寺
東 京 三 鷹
東 京 昭 島
東 京 国 立
東 京 立 川 こ ぶ し
東 京 井 の 頭
東 京 昭 島 中 央
東 京 武 蔵 国 分 寺
東京小金井さくら
東 京 国 立 白 う め
東 京 府 中
東 京 調 布
東 京 多 摩
東 京 狛 江 
東 京 稲 城 
東 京 武 蔵 府 中
東 京 た ま が わ 
東京多摩グリーン
東京調布むらさき
Guam 
Saipan 
Tumon Bay 
Northern Guam  
Pohnpei 
Palau  
Guam-Sunrise
Truk Lagoon

4
4
3
4
5
4
3
4
4
3
4
4
4
4
4
4
3
4
6
3
3
3
5
3
5
4
4
4
4
3
3
4
2
5
5
5
4
4
5
4

94.49
70.25
77.56
87.18
79.79
82.03
89.74
85.42
86.00
82.33
89.55
97.30
97.66
89.65
84.90
74.62
97.79
85.36
88.00
80.00
85.00
77.48
86.54
79.20
92.58
80.43
91.48
79.02
71.20
78.20
76.21
88.05
54.00
70.77
37.23
36.80
56.00
79.00
48.00
50.00

59
56
36
71
38
25
53
24
30
25
33
97
30
43
41
53
50
79
24
42
47
23
17
61
61
22
30
30
57
26
36
82
66
39
88
39
21
15
30
11

60
56
36
71
38
24
54
25
30
26
36
100
33
42
42
51
51
81
25
43
49
24
19
62
62
23
30
31
57
26
38
82
67
39
82
37
21
18
31
13

1
0
0
0
0
－1
1
1
0
1
3
3
3
－1
1
－2
1
2
1
1
2
1
2
1
1
1
0
1
0
0
2
0
1
0
－6
－2
0
3
1
2

東 京 南
東 京 芝
東 京 新 橋
東 京 赤 坂
東 京 み な と
東 京 レ イ ン ボ ー
東 京 麻 布
東 京 銀 座
東 京 日 本 橋
東 京 築 地 
東 京 日 本 橋 東
東 京 中 央
東 京 日 本 橋 西
東 京 銀 座 新 
東京シティ日本橋
東 京 中 央 新
東 京 羽 田
東 京 品 川
東 京 大 森
東 京 品 川 中 央
東 京 大 井
東 京 田 園 調 布
東 京 港 南
東 京 大 崎
東 京 蒲 田
東 京 京 浜
東 京 田 園 調 布 緑
東 京 マ リ ー ン
東 京 白 金
東 京 高 輪
東 京 西
東 京 城 西
東 京 西 南
東 京 原 宿
東 京 杉 並
東 京 神 宮
東 京 恵 比 寿
東 京 広 尾
東 京 渋 谷
東 京 六 本 木
東 京 世 田 谷
東 京 目 黒
東 京 成 城
東 京 世 田 谷 南
東 京 城 南
東 京 山 の 手
東 京 成 城 新
東 京 青 山
東 京 自 由 が 丘
東 京 世 田 谷 中 央
東 京 米 山 友 愛

4
3
4
4
4
4
3
3
4
4
3
4
3
4
4
5
3
4
4
3
4
4
3
4
4
2
4
4
5
3
4
2
4
4
4
3
4
4
4
5
3
4
4
4
2
3
3
4
4
4
3

76.34
92.14
74.85
72.00
83.00
79.06
71.70
78.69
82.44
83.73
79.90
77.80
85.00
80.87
71.66
68.60
82.17
90.17
94.33
89.03
72.22
82.62
72.22
84.21
93.43
78.25
82.29
69.12
81.40
82.50
75.88
76.67
85.63
74.57
71.25
74.70
75.26
71.74
75.00
57.00
93.14
91.33
84.51
80.00
47.00
84.16
81.82
75.00
80.88
83.67
69.79

178
95
51
48
48
39
22
158
180
64
52
238
44
69
49
38
43
62
49
58
18
45
18
38
62
23
25
17
28
25
151
77
52
26
40
29
96
20
40
50
56
44
22
88
34
60
31
29
21
22
27

184
97
51
49
50
38
23
162
185
73
52
241
44
74
49
38
47
61
49
57
18
45
19
38
65
23
25
17
28
25
155
76
53
25
42
29
97
23
38
51
57
46
22
92
33
63
36
28
20
21
33

6
2
0
1
2
－1
1
4
5
9
0
3
0
5
0
0
4
－1
0
－1
0
0
1
0
3
0
0
0
0
0
4
－1
1
－1
2
0
1
3
－2
1
1
2
0
4
－1
3
5
－1
－1
－1
6
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千代田グループ
銀座・日本橋グループ
京浜グループ
山の手東グループ
山の手西グループ

78.44 
78.74 
82.43 
73.77 
79.21 

多摩南グループ
多摩中グループ
多摩東グループ
P B グループ

平 均 出 席 率

84.03 
87.03 
81.82 
53.98 

78.65    
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編集後記

　明けまして おめでとう御座居ます
皆様の御協力により、前半のガバナー月信・ホーム
ページを無事刊行する事が出来ました。
　ホームページも年を重ね、月々刊行する事により、
閲覧しやすく、又、内容も充実して参りました。

新年を期に是非ホームページを開き、御閲覧下さい。
　後半の6ヶ月、ガバナー月信・ホームページをより良
くするため委員長を中心として委員一同、鋭意努力致
しますので、何卒　御支援、御指導下さいます様よろしく
お願い申し上げます。

2010－11年度ガバナー月信・IT委員会 委員 森本 行俊 （東京町田サルビアRC）


